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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第２四半期累計期間
第32期

第２四半期累計期間
第31期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2020年４月１日
至2020年９月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 9,656,895 9,813,190 20,464,074

経常利益 （千円） 512,648 519,907 1,262,802

四半期（当期）純利益 （千円） 351,308 361,082 869,785

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － － －

資本金 （千円） 832,495 836,528 832,495

発行済株式総数 （株） 6,362,000 6,379,100 6,362,000

純資産額 （千円） 7,007,613 7,647,972 7,406,482

総資産額 （千円） 19,423,367 19,965,338 18,498,557

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 55.81 57.28 138.17

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 54.95 56.47 136.04

１株当たり配当額 （円） 19.00 19.00 38.00

自己資本比率 （％） 35.8 38.1 39.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △117,467 2,897,481 1,298,362

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △492,890 △2,153,382 △532,266

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 966,882 1,123,643 △603,239

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 3,349,696 5,023,770 3,156,028

 

回次
第31期

第２四半期会計期間
第32期

第２四半期会計期間

会計期間
自2019年７月１日
至2019年９月30日

自2020年７月１日
至2020年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 38.32 46.74

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がありませんので記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行により厳しい状況にあ

りましたが、緊急事態宣言の解除後、社会経済活動のレベルは段階的に引き上げられつつあります。しかしながら

未だ新型コロナウイルス感染症の収束の見通しは立っておらず、今後の感染状況が経済に与える影響を注視する必

要があります。

　当社が属する中古住宅流通市場におきましては、公益財団法人東日本不動産流通機構（東日本レインズ）による

と、首都圏の中古マンションの成約件数は、４月には前年同月比52.6％減と大きく下落しましたが、その後は回復

に向かっています。また、成約価格も６月以降は上昇基調となっており、市場は概して好調と言えます。

　このような環境の下、当社では、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に努め、お客様、お取引先様および従業

員の安全確保に留意しつつも、積極的な営業活動を展開いたしました。

　当社の主たる事業である中古住宅再生事業におきましては、当第２四半期末までに仕入活動は概ね正常化したも

のの、緊急事態宣言の発令下における活動自粛や競売延期による影響が大きく、当第２四半期累計期間における居

住用物件の仕入件数は、前年同四半期累計期間の488件から271件（前年同四半期比44.5％減）と大きく減少しまし

た。

　販売につきましては、第１四半期中は外出自粛や消費マインドの低下から前年同期を大きく下回り推移しました

が、７月、８月は前年同期をも上回る推移を見せた結果、当第２四半期累計期間における居住用物件の販売件数

は、前年同四半期累計期間の449件から433件（前年同四半期比3.6％減）となりました。その他に収益用物件とし

て、一棟マンション３棟の販売がありました。利益面については、売上総利益率は前年同四半期累計期間の16.9％

から16.3％となりました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は9,813百万円（前年同四半期比1.6％増）、営業利益は580

百万円（同4.6％減）、経常利益は519百万円（同1.4％増）、四半期純利益は361百万円（同2.8％増）となりまし

た。

　事業別の状況は次のとおりであります。

＜中古住宅再生事業＞

　中古住宅再生事業におきましては、居住用物件による売上が8,656百万円、収益用物件による売上が951百万円と

なり、物件販売による売上高は9,608百万円となりました。また、収益用物件の保有期間中の賃貸収入は104百万円

となりました。その結果、当第２四半期累計期間における中古住宅再生事業の売上高は9,739百万円（前年同四半

期比1.7％増）となりました。

＜その他不動産事業＞

　その他不動産事業におきましては、賃貸用不動産の賃貸収入等によって、当第２四半期累計期間における売上高

は74百万円（前年同四半期比10.7％減）となりました。

 

(2）財政状態の分析

①　流動資産

　当第２四半期会計期間末における流動資産は、16,327百万円となり、前事業年度末の16,621百万円から293

百万円の減少となりました。これは主に、現金及び預金が2,280百万円増加した一方で、仕掛販売用不動産が

2,582百万円減少したことによります。

②　固定資産

　当第２四半期会計期間末における固定資産は、3,637百万円となり、前事業年度末の1,876百万円から1,760

百万円の増加となりました。これは主に、有形固定資産が1,711百万円増加したことによります。
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③　流動負債

　当第２四半期会計期間末における流動負債は、7,182百万円となり、前事業年度末の8,173百万円から990百

万円の減少となりました。これは主に、短期借入金が1,088百万円減少したことによります。

④　固定負債

　当第２四半期会計期間末における固定負債は、5,134百万円となり、前事業年度末の2,918百万円から2,215

百万円の増加となりました。これは主に、長期借入金が2,226百万円増加したことによります。

⑤　純資産

　当第２四半期会計期間末における純資産は、7,647百万円となり、前事業年度末の7,406百万円から241百万

円の増加となりました。これは、利益剰余金が241百万円増加したことによります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて

1,867百万円増加して、5,023百万円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における営業活動の結果獲得した資金は2,897百万円（前年同四半期は117百万円の使用）

となりました。これは主に、税引前四半期純利益が519百万円であった一方で、物件仕入の減少によりたな卸資産

が2,874百万円減少したことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における投資活動の結果使用した資金は2,153百万円（前年同四半期は492百万円の使用）

となりました。これは主に、定期預金の預入により580百万円、有形固定資産の取得により1,740百万円を支出した

ことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間における財務活動の結果獲得した資金は1,123百万円（前年同四半期は966百万円の獲得）

となりました。これは主に、新規の短期借入5,126百万円、長期借入2,827百万円を実行した一方、短期借入金

6,214百万円を返済したことによります。

 

(4）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(5）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月５日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,379,100 6,379,100
東京証券取引所

市場第一部

　権利内容に何ら限

定のない当社におけ

る標準となる株式で

あり、単元株式数は

100株であります。

計 6,379,100 6,379,100 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2020年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 6,379,100 － 836,528 － 811,528
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

江口　久 東京都千代田区 1,466,800 23.23

株式会社ヴェルディッシモ 東京都千代田区西神田2-2-7 616,000 9.75

株式会社日本カストディ銀行

（信託口）
東京都中央区晴海1-8-12 412,700 6.53

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町2-11-3 192,600 3.05

江口　惠津子 東京都杉並区 190,000 3.00

江口　直宏 東京都杉並区 190,000 3.00

千田　美穂 東京都千代田区 190,000 3.00

萩原　香菜 大阪市北区 190,000 3.00

株式会社ジューテック 東京都港区芝大門1-3-2 160,000 2.53

佐々木　洋 東京都目黒区 116,200 1.84

計 － 3,724,300 59.00

（注）発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて記載して

おります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 66,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,310,000 63,100 －

単元未満株式 普通株式 2,300 － －

発行済株式総数  6,379,100 － －

総株主の議決権  － 63,100 －

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社イーグランド
東京都千代田区神田

錦町１丁目２－１
66,800 － 66,800 1.04

計 － 66,800 － 66,800 1.04

（注）発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて記載しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（2020年７月１日から2020年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、

EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,607,403 5,887,950

販売用不動産 8,793,706 8,501,846

仕掛販売用不動産 3,728,057 1,145,100

貯蔵品 888 718

その他 491,635 792,145

貸倒引当金 △4 △2

流動資産合計 16,621,686 16,327,758

固定資産   

有形固定資産   

その他（純額） 1,685,475 3,396,571

有形固定資産合計 1,685,475 3,396,571

無形固定資産 4,738 3,720

投資その他の資産   

その他 187,018 237,650

貸倒引当金 △360 △362

投資その他の資産合計 186,657 237,288

固定資産合計 1,876,871 3,637,580

資産合計 18,498,557 19,965,338

負債の部   

流動負債   

買掛金 325,370 268,253

短期借入金 6,337,380 5,249,260

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 869,684 983,165

未払法人税等 339,521 156,015

賞与引当金 119,332 64,671

完成工事補償引当金 15,488 15,077

その他 146,714 426,375

流動負債合計 8,173,491 7,182,818

固定負債   

社債 1,020,000 1,010,000

長期借入金 1,790,830 4,017,663

役員退職慰労引当金 66,893 57,749

その他 40,861 49,134

固定負債合計 2,918,584 5,134,547

負債合計 11,092,075 12,317,366
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2020年３月31日)
当第２四半期会計期間
(2020年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 832,495 836,528

資本剰余金 813,417 817,451

利益剰余金 5,760,749 6,002,222

自己株式 △46,042 △46,042

株主資本合計 7,360,619 7,610,160

新株予約権 45,862 37,812

純資産合計 7,406,482 7,647,972

負債純資産合計 18,498,557 19,965,338
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 9,656,895 9,813,190

売上原価 8,026,194 8,210,136

売上総利益 1,630,700 1,603,053

販売費及び一般管理費 ※ 1,021,582 ※ 1,022,197

営業利益 609,118 580,855

営業外収益   

受取利息 50 40

受取配当金 1,151 1,151

契約収入 10,250 3,300

助成金収入 - 25,392

その他 766 512

営業外収益合計 12,218 30,395

営業外費用   

支払利息 73,384 64,603

支払手数料 35,095 26,501

その他 208 238

営業外費用合計 108,688 91,343

経常利益 512,648 519,907

税引前四半期純利益 512,648 519,907

法人税、住民税及び事業税 181,710 141,781

法人税等調整額 △20,370 17,043

法人税等合計 161,339 158,825

四半期純利益 351,308 361,082
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 512,648 519,907

減価償却費 38,493 25,395

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △0

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 580 △411

賞与引当金の増減額（△は減少） 59,572 △54,660

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） - △9,144

受取利息及び受取配当金 △1,202 △1,191

支払利息 73,384 64,603

たな卸資産の増減額（△は増加） △614,206 2,874,986

競売保証金の増減額（△は増加） △135,843 △376,700

未払又は未収消費税等の増減額 49,530 158,408

仕入債務の増減額（△は減少） 46,252 △57,116

その他 △40,787 99,886

小計 △11,579 3,243,963

利息及び配当金の受取額 1,202 1,191

利息の支払額 △86,191 △42,555

法人税等の支払額 △20,898 △305,118

営業活動によるキャッシュ・フロー △117,467 2,897,481

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △238,577 △580,808

定期預金の払戻による収入 214,028 168,004

有形固定資産の取得による支出 △468,447 △1,740,267

その他 106 △310

投資活動によるキャッシュ・フロー △492,890 △2,153,382

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 8,287,883 5,126,233

短期借入金の返済による支出 △7,504,099 △6,214,353

長期借入れによる収入 710,000 2,827,580

長期借入金の返済による支出 △385,245 △487,265

社債の償還による支出 △22,000 △10,000

新株予約権の行使による株式の発行による収入 - 17

配当金の支払額 △119,655 △118,568

財務活動によるキャッシュ・フロー 966,882 1,123,643

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 356,524 1,867,742

現金及び現金同等物の期首残高 2,993,172 3,156,028

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,349,696 ※ 5,023,770
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【注記事項】

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積りについて）

　前事業年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した、新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の

見積りを含む仮定について重要な変更はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期累計期間
（自　2019年４月１日

　　至　2019年９月30日）

　当第２四半期累計期間
（自　2020年４月１日

　　至　2020年９月30日）

仲介手数料 251,928千円 255,748千円

賞与引当金繰入額 50,227 54,578

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

現金及び預金勘定 3,828,715千円 5,887,950千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △479,018 △864,180

現金及び現金同等物 3,349,696 5,023,770
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月26日

定時株主総会
普通株式 119,608 19 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年10月31日

取締役会
普通株式 119,608 19 2019年９月30日 2019年11月29日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日

定時株主総会
普通株式 119,608 19 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後

となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年10月30日

取締役会
普通株式 119,933 19 2020年９月30日 2020年11月30日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

当社は不動産事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

当社は不動産事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 55円81銭 57円28銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 351,308 361,082

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 351,308 361,082

普通株式の期中平均株式数（株） 6,295,200 6,304,264

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 54円95銭 56円47銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） - -

普通株式増加数（株） 98,514 89,455

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

　― 　―

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　2020年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（１）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　119,933千円

　（２）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　19円00銭

　（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　　2020年11月30日

　　（注）2020年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書

 

2020年11月４日

株式会社イーグランド

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人  

東京事務所  

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 　　　三浦　　　太 印

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 　　　原賀　恒一郎 印

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社イーグ

ランドの2020年４月１日から2021年３月31日までの第32期事業年度の第２四半期会計期間（2020年７月１日から2020年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イーグランドの2020年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

 

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務諸表

の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期

財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書

日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ

る 。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠

していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表示、構成

及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められない

かどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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